
６月２２日 全校朝会（動画朝会） 

６月は食育月間・19日は食育の日～お箸を上手に使いましょう～ 

  

今日から１年生も給食が始まります。今年は、いつもの年とは違って、机を前に向けたま 

ま、静かに準備して、だまってもぐもぐ食べる給食です。友達とお話ししながら食べること 

はできないけれど、その分、食べることに集中できます。食べ物一つ一つの味をよく噛みし 

めて味わって食べましょう。また、作っている人の様子を想像しながら感謝して食べること 

も大事ですね。 

 

さて、毎年６月は食育月間、毎月 19 日は食育の日です。今日は、皆さんが毎日使ってい 

るお箸の話をしたいと思います。私たちは、毎日お箸を使って食事をしていますが、世界で 

箸を使う国や地域の割合は約 30%と言われています。他に、フォークやナイフを使う国や地 

域が約 30%、残りの約 40%は手づかみで食事をするそうです。手づかみと言うと、お行儀が 

悪い感じがしますが、元々は、世界中どこでも手づかみで食事をしていました。今でもお寿 

司やおにぎり、サンドウィッチなどは手で食べますね。何を使って食べるかは、その国や地 

域の歴史や文化の違いなので、尊重しなければなりません。例えば、手づかみで食事をする 

国では、手は何よりも清潔なものとされていて、食事の前には、丁寧に手を洗いますし、右 

手の指３本以外は使わないなど、細かなルールを決めて守っている所もあります。食事のル 

ールやマナーがあるところは、世界中共通のようです。 

 

お箸を使う国が約 30%と言いましたが、日本のお箸は先が細く尖っているのが特徴です。 

日本はよく魚を食べる国なので、魚の骨と身を分けて食べるのにとても食べやすい形になっ

ています。そして、見た目も美しく、スマートに食事ができるよう、箸の使い方にもたくさ

んのマナーやルールがあります。いくつか紹介しましょう。まず、よくない箸の使い方を嫌

い箸と言います。 

 

みなさんは、こんな嫌い箸をしていませんか。一つ目は「ねぶり箸」、箸に付いたものを

口でなめること。二つ目は「刺し箸」、料理に箸を突き刺して食べること。三つめは「叩き

箸」、箸で器を叩くこと。四つ目は「寄せ箸」、箸で器を引き寄せること。五つ目は「振り上

げ箸」、食事中に話しながら箸を振り上げること。嫌い箸は他にもありますが、どれも、人

と気持ちよく食事をするために大切なマナーですから、覚えておきましょう。 

 

 お箸のお話は、マナーやルールだけではありません。日本のお箸には、外国のお箸と違う

ところがあります。それは、子ども用のお箸や大人用のお箸があるところです。そして、大

人も子どももそれぞれが自分の手に合った自分の箸を使うところは日本独特のお箸の文化

です。それは、一人一人を大事にしたり、物を大切にしたりすることにもつながっています。 

 

 さあ、1年生も今日から同じ給食を食べます。お箸を上手に使いながら、おいしく給食を

味わってほしいと思います。 

 今日は、６月の食育月間と 19 日の食育の日にちなんで、お箸のお話をしました。 


